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研究成果 

 

3,000 字程度 

（別紙添付可） 

 2017 年５月より月に１〜２回（主に第３月曜日 13:00〜15:00）「ピアサポ Park OKINAWA」 

の名前で、ピアサポートに興味関心のあるひとたちが、月に１度（定期的に）気軽に集

まり、交流や情報交換ができる公園みたいな場づくりを行った。参加者は、平均して１０

名前後（6〜２４名）あり、主には精神障がいを持つひとであり、その他にも支援者・家族・

身体障がい・発達障がいを持つ方、学生などの参加があった。参加者同士の交流や情報・

意見交換を中心に対話を行い、また６月には県外でピアサポーターとして活躍する増川ね

てる氏をゲストに招いての学びの場をつくった。県外で実際活躍するピアサポーターの話

や交流は大きな刺激やエネルギーになった。 

 2018 年１月１９日（金）〜２１日（日）に那覇市ぶんかテンブス館等で開催されたピア

サポートに関心のある県内外の精神障がいを持つ当事者を中心に延べ 500名以上が参加し

た全国規模のイベント「きらりの集い in 沖縄 2018」では、当ミーティングに参加する精

神障がいを持つメンバーが「子育てゆんたく会」「未来への希望と不安を語るゆんたく会」

の分科会を企画・運営を行った。そのことにより、他県の当事者等との出逢い・つながり・

交流があった。また分科会の主催を行ったことで自信をつけることができていた。。また当

ミーティングの参加メンバーも「きらりの集い in 沖縄 2018」に 10 名参加するなど関わる

ことができるようにサポートを行った。 

 当ミーティング参加者より、１）人との出逢い・再会の場となった。２）情報交換の場

となった。３）当事者同士が会える貴重な場となった。４）お互いに学び合う場となった。

５）実際ピアサポーターとして活躍する増川ねてる氏に会えた。６）「きらりの集い in 沖

縄 2018」に参加できた・分科会の企画運営ができたなどの効果の感想が聞かれた。また今

後も継続して欲しいとの強い要望もあった。 

 現在、ピアサポートや当事者活動が低迷している県内において、経験交流を大切にした

集まる場をつくることで、交流・情報交換が生まれ、つながりや学び合い・アイディア・

エネルギーになりアクションとして発信することができた。今後のピアサポートや当事者

活動基盤作り、障がいの有無や所属・立場を超えたコミュニティづくりへ向けて大きな影

響を与えることができた。精神障がい者を取り巻く長期入院や地域の中での偏見などの課

題に対しても、当取り組みがひとつの糸口になる可能性も高いと考える。当取り組みを継

続することで研究・検証・実践していきたい。 

  

 


